
 

 

 

 

ASEAN向け省エネ研修（ECAP24オンラインセミナー）を実施しました 

 
 
 

                   

本セミナーはASEAN側参加者52名（10か国政府の省エネルギー関連 担当者 43名、ACE(ASEAN Centre 

for Energy）9名)を対象に実施され、以下の成果を得られました。また、参加者間との質疑応答を活

発に行ったことなどから、参加者が本セミナーのテーマ内容に高い関心があることも確認でき、今後

の関連セミナーの充実が期待されます。 

(1) 広範囲における工場及び業務用建築物に関する省エネルギー改善の基本的ポイント、省エネル

ギー分類毎の着眼点と対応するシステム・機器、及び優秀事例に関する講義が行われました。

これより参加者には、産業分野における省エネルギーを効率的に推進するためには、高度に整

理された手法及び高水準技術類導入の重要性が認識されました。 

(2) ASEAN6か国による先進的エネルギー管理の事例や推進策の取組み状況等に関する発表により、

他国における関連情報を共有でき、自国で適切な推進策導入に向けた検討のきっかけを与えら

れました。 

(3) 日本の民間企業による高効率ボイラの運転状況に関する遠隔地オンライン中継の解説を通じ

て、参加国でも高効率機器の有効性を認識する実感を与えることができました。また、日本企

業がビジネスし易い環境づくりにも貢献できました。 

【事業概要】 

一般財団法人省エネルギーセンターは、資源エネルギー庁の委託を受けて、2021年9月29日（水）

にASEAN10カ国政府の省エネ基準関連部門の担当者を対象に、産業分野の先進的エネルギー管理に関

する内容のオンラインセミナーを実施し、ASEAN諸国における省エネ推進体制のレベルアップに向け

た支援を行いました。 

講義（ECCJ）                参加者集合写真 

受入研修 

＊ECAP：Energy Conservation Workshop under AJEEP(ASEAN-JAPAN Energy Efficiency Partnership) 

ASEAN-日本エネルギー効率パートナーシップのもとに実施される受入研修 


